
1

・各班別の打合せにあたり事前に「避難所運
営の流れ」と「資機材チェック」を作成し、
その資料をもとに協議をしたのでスムーズに
決定し問題なく開設できた。

・来年度においても、「避難所運営の流れ」
及び「資機材チェック」を作成し協議しま
す。

2
・中学生も積極的に開設の準備を手伝ってく
れ、今後も一緒に訓練をすることが大切だと
思う。

9
・受付を済ませて、避難してきた人の待合せ
場所のスペースが狭い。（南方東区の人72人
に対して、前松瀬川区0人）

・今回避難スペースを地区で区分していまし
たが、当日の状況で臨機応変対応していただ
ければと思います。

7
・ペット同伴者の受付場所が、体育館入り口
北側に変更になったことを、管理班全体に伝
わっていなかった。伝達不足。

・事前協議と当日の状況が違うことは今後も
想定されますので、連絡体制の確立を目指し
ます。

8
・地区外の避難者の受付を用意していなかっ
た。

・今後の訓練においても地区外の方が見学等
に見えられることは想定されるため、次回の
協議で提案します。

・今回初めて中学生ボランティアの参加があ
り、被災時にも中高生が動くことは大切だと
理解しましたので、次回は最初の協議段階か
ら関係者に参加してもらいたいと考えていま
す。

3

・テント設営訓練開始前まで避難者がする事
がなく手持無沙汰だったので避難の心得みた
いなビデオを流すとか消防職員の講習とかあ
ると時間を有効に活用出来ると思う。

・昨年のご意見を受け、小学生の活動や、ド
ローンの開設など新たに取入れましたが、避
難者の数に対して満足する内容ではなかった
と思いますので、来年はもう少し新たな内容
を検討します。

4
・避難食の試食を準備ができた分から開始し
たのはとてもいい判断だったと思う。

・準備ができた分から開始したのは食料物資
班の判断です。他にも高評価をいただいてい
るので、次回から協議段階で提案したいと思
います。

総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

5

・避難者カードの受付番号の振分けが十分で
なかった。（受付にボランティアの方が入っ
てくれたことで受付記入方法が伝わっていな
かった。）・・・受付簿と避難者カードの紐
付けにナンバリング（A001～A002・A003・
A004）するように打合せではしていた。

・中学生ボランティアについては急遽参加し
てくださったため、十分な打合せができない
状況でしたが、かなりの戦力になったと思っ
ていますので、次回からはきちんと打合せを
行いたいと思います。また、事後の確認にな
りますが、受付簿と避難者カードの突合を行
いましたが特段の問題はありませんでした。

6
・避難者が一斉に受付に集中してきたので、
渋滞、混雑しないように整理、誘導する者を
配置すべきだった。

・来年度の訓練では、事前打ち合わせの時点
でその旨を伝えて対応を検討してもらいま
す。

10
・アンケート用紙を受付で配布するのはよ
かったが、回収の方法に問題あり。

・訓練内容の充実を図るため、アンケートは
継続して実施したいと考えますので、来年度
の訓練では当初協議の段階できちんと協議し
たいと思います。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

21
・お湯の注入時間確認のためタイマー等が必
要（順次完了時間確認）

・来年度の訓練時に自主防災組織と協議した
いと思います。

22
・メモ帳、ペンにて確認及び伝言に使用する
と良いと思う。

・来年度の訓練時に自主防災組織と協議した
いと思います。

20 ・ウォーターバックの注ぎ口が小さい。
・持ち運び等を考慮してこのタイプを購入し
ています。他製品にする予定はないため、入
れやすい方法を検討します。

17
・ナイロン手袋が小さい（Ｌ）またはフリー
サイズが欲しい。

・申し訳ございませんでした。次回から複数
のサイズを用意します。

18
・台拭きがないので不便（キッチンタオル）
を使用

・衛生面を考慮して洗い置きを想定していま
せんので、キッチンタオル若しくはウェット
タオル等をご使用ください。

11

・最新情報、受付情報、行政からのお知らせ
（別に被害情報）、避難所の生活情報（別に
生活情報）、避難所運営の組織図、支援情
報、避難所のルール（別に避難所）、炊き出
し献立表、伝言板、安否情報（松山市八坂小
学校のマニュアルを参照）　以上のタイトル
を前もって作成して置くと、参集時の対応が
落ち着いて書けるのではないでしょうか？→
市が前もって準備している。隣市のため情報
交換してはどうですか。

・指定避難所に設置している防災倉庫に避難
所開設ケース内に準備します。

12
・「シェイクアウト」の言葉がわかりにく
い。もっと老人にも分かる言葉にして欲し
い。

・全国的に統一された言葉になります。言葉
になれていただくよう周知に努めます。

13
・避難所の掲示板スペースをもっと確保して
ほしい。（段ボール板を活用ボードとして）

・避難所スペースにもよりますが本部と相談
して臨機応変対応していただいたのでかまい
ません。

14
・各地区（奥松瀬川集会所等）に避難所開設
備品（準備品）を置いて欲しい。

・奥松瀬川公民館にある自主防災組織防災倉
庫に避難所開設ケースを配置しています。

15
・想定付与に対して、班員の方ならび市職員
の相談により掲示方法が決まり良かった。

・避難訓練時、班によっては想定訓練を行う
ことが有効であると思いますので、今後も実
施します。

16

・「三人よれば文殊の知恵」人は助け合って
生きる、生かされる。
　これからも訓練をかさねて防災意識を広げ
て欲しいです。
　今回の訓練に携わった皆様に感謝申し上げ
ます。

・今回の経験をもとに、各地区において自主
防災組織による集会所での避難所開設訓練を
実施していただければ、合同での訓練時に
もっとスムーズになると思います。また、市
として自助共助公助について周知していきた
いと思います。

19
・やかんのサイズが小さい（使用中にすぐな
くなる）度々沸かす。

・やけど等の防止のため家庭用のやかんを備
蓄していますが、若干大きいサイズについて
も備蓄を検討します。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

31 ・バケツは使用せず。
・来年度も協議を行い、自主防災組織に判断
してもらいます。

32
・炊き出し時のヘルメット着用は不要（防災
時は必要）

・班内で協議して臨機応変対応したので良い
と思いますが、災害想定の訓練であることは
申し添えます。ただし、衛生面を考慮してヘ
ルメットでなく、使い捨てキャップなどで抜
け毛を防ぐ対策もあると思います。

29 ・風防は、対策コンロのため使用せず。

・風対応のコンロを購入していますので、基
本的に風防は不要と考えていますが、来年度
も協議を行い、自主防災組織に判断してもら
います。

30 ・椅子は立ち仕事のため使用せず。
・休憩等のために一応今後も用意したいと思
います。

28
・テント張り（２張り）晴天無風のため使用
せず。

・今後も臨機応変対応したので良いと思いま
す。ただ、使用していない旨の報告を本部に
お願いします。

25
・保存食の中にあるシリカゲルが取りにく
い。

・どのメーカーも同じような製品なので対応
は難しいと思われますが、一応購入業者には
その旨伝えておきます。

26
・おにぎり水位確認のシールが剝がしにく
い。

・どのメーカーも同じような製品なので対応
は難しいと思われますが、一応購入業者には
その旨伝えておきます。

・作業スペースを確保できる場所なら一番効
率が良い対応と思われます。今後も臨機応変
対応していただければと思います。

27 ・おにぎり、ご飯の量が少し少ない。
・おにぎりは少食の方への対策として購入し
ています。今後は配布場所で表記するなど対
応を図ります。

33
・自主防災会が主体で避難所を運営するため
には、訓練経験者を増やす必要があることか
ら、何回も訓練を実施する必要がある。

・総合防災訓練は重信地区、川内地区を交互
に実施しています。また、各地区において小
学校単位で順番に実施しているため数年に１
度の訓練となります。
　そこで、市においては自主防災組織単位で
避難訓練ができるよう「自主防災組織活動マ
ニュアル」を作成しています。マニュアルを
参考に地域で避難訓練を行ってください。

34

・市長のあいさつで訓練が止まってしまうの
で市長が訓練の終わりまで会場にいるのな
ら、挨拶は最後でよいのではないか。また、
避難所開設訓練が終わる９時30分に挨拶をし
た方がよいのではないか。

・市長のあいさつのタイミングについては、
市長のその日の行事予定等を考慮してあいさ
つする時間帯を検討します。

23
・作業台がきたないので汚れ防止（不燃材
シート）対策、衛生面も考える。

・訓練終了後の片付けのことも考慮すると
シートがあると楽になる部分もありますので
検討します。

24
・炊き出しの机を多くして作業性を良くし
た。（全員が作業できるスペース）
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

40

・【初動期】の各班のやるべき役割、項目は
第１回第２回東温市総合防災訓練説明会にお
いて最低限度決まっているはずだ、【第１回
担当者説明会8/29】では、第１回第２回東温
市総合防災訓練説明会で決めたであろう項目
をいかに実施していくべきか協議する場で、
班長そのものがこの会の目的を理解していな
く、無駄な120分間を浪費した、企画立案者は
会の目的を班長に理解して出席するよう反省
してほしい。

・来年度説明会において、訓練の主旨等を理
解していただくよう努めますので、担当者会
においてスムーズに会運営ができるようご協
力をお願いします。

38
・班長はできれば事前に避難所開設訓練（Ｈ
ＵＧ）くらいは研修を受けるべきである。

・来年度も協議を行い、自主防災組織に判断
してもらいます。

39

・【第１回担当者説明会8/29】冒頭で避難所
運営委員会の委員決定の経緯を説明すべきで
あり、全く説明はなく初めから【初動期】の
避難所運営委員会の人選が決定していること
自体現実味がなく【初動期】の訓練に立ち返
るべきだ。
本来、【第１回担当者説明会8/29】席上で多
少時間はかかるけれども各班の協力者の割り
振りは、個人の希望・経験を考慮して各班に
割り付けるべきだ、ただ事前に有志への声掛
けは良いが自動的な割り付けは反対である。
従って協力者の氏名は【第１回担当者説明会
8/29】以降に出るものである。

・来年度事前協議において協議した結果によ
り対応します。

36

・今回の避難所設置・運営訓練は【初動期】
の避難所設置運営である限り、現実に近い場
面想定で実施すべきである。訓練計画立案者
は避難所設置運営訓練をうまく乗りきるため
だと善意に解釈しても、避難所運営委員会の
構成と各班の協力者の配置が整った名簿が出
てくるのはおかしい。（説明があればいい）

・来年度から最初の説明会において説明しま
す。

37

・第１回、第２回東温市総合防災訓練説明会
（自主防災組織責任者）において、運営本
部・各班長の人選をしたのであろうがそれに
ついて異論はない。【初動期】の運営委員会
立ち上げ発声は市職員、施設管理者が行うの
が現実で必要最小限の班構成から順次マニュ
アルに沿った構成に展開させるのが【初動
期】の避難所立ち上げ方法であると個人的に
は理解している、この辺りは本部役員、班長
は理解しているのか、とても理解していると
は思われない。

・災害時、市職員は一旦市役所に集合してか
ら被災状況を確認して指定避難所に向かうた
め、大きな災害時には市民が指定避難所に先
に行くことが想定されるため、今回の様な対
応での訓練を行っています。その場合、一番
問題となる体育館（指定避難所）の鍵につい
て、現在検討中です。自主防災組織が被災時
に避難できる体制を構築したいと思います。

35
・副会長が２名いるので、活動班の半分ずつ
を担当してフォローする方が円滑に班活動で
き、報告もスムーズになるのではないか。

・来年度の訓練で試してみます。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

44

・【医療衛生班】第１回個別協議会におい
て、会議の目的説明がなく基本マニュアルの
説明に終始した、基本マニュアルの説明が主
目的ではないはずであり、今回の120分は無駄
話が多く討議になっていない。中身の無いこ
の程度の会議ならば所要時間は90分位が妥当
である、又班長（班長代理）のリーダーとし
ての指導力が全くなく説明会以前に解決すべ
き問題だ。

・第１回の担当者会では基本マニュアルに基
づきて班運営の説明をすることが事前説明会
において決定していました。担当者会開催時
にその旨を説明してから協議に入れば良かっ
たと反省しています。
　ただ、120分かかった会議については無駄話
ではなく、１名ご説明を聞き入れてもらえな
かった事が原因と考えています。今後はス
ムーズな会運営にご協力いただけれ説明をき
ちんと行いたいと思います。

45
・【第２回担当者説明会9/12】会議開催の趣
旨説明が不十分（第１回担当者会議とリンク
した内容でない）

・開催した主旨を理解していただけるよう努
めます。

42

・【第１回担当者説明会8/29】個別協議会の
席に参加した班内の某氏は、地区自主防災組
織の役員は１年交代で自主防災がよくわかっ
ていないと明言。
自主防災組織の役員の有り方に問題があるこ
とを危機管理課、自主防災組織連絡協議会は
知るべきだ。

・自主防災組織は、地区の役員が兼務してい
ることが多く、早い地区は１年毎に役員がか
わることも把握しています。そこで、市では
自主防災組織活動マニュアルを作成し、多く
の方が一定の知識を持てるよう各種訓練を掲
載しています。また、自主防災組織の活動の
中心に防災士の方がなるようにお伝えしてい
ます。

43

・【医療衛生班】関係予定者は９人で出席者
は５人、欠席者は４人であった、危機管理課
はこの欠席者を事前に把握していたのか、出
席案内に問題は無かったか、この出席率で
【第２回担当者説明会9/12】の会議に支障は
ないのか、支障がないなら個別協議会は２回
開催する必要はなく１回でよい。

・担当者会、当日訓練を含め欠席者を事前に
把握はしていません。また、案内については
各自主防災組織会長からしていただくよう当
初の会議において確認しています。
　ほとんどの班の担当者会は１回で終了して
おり、医療衛生班については、スムーズな会
の運営にご協力いただいていれば当然１回で
終了したと思われます。

41

・【第１回担当者説明会8/29】出席にあた
り、私は8/18地区の自主防災組織会長から説
明を受けたが説明する本人が避難所運営委員
会には【初動期】【展開期】が有ることを理
解していなく、私の質問に的確に答えられな
い状況の説明会であった、やむなく危機管理
課に出向くことになりお互いに時間を無駄に
した状態だ。
　自主防災組織連絡協議会は各地区の自主防
災組織責任者の研修をすべきであり、本人た
ちももう少し勉強してほしい。

・来年度説明会において、訓練の主旨等を理
解していただくよう努めます。
　また、防災士に対しての各種研修を令和５
年度から開始しましたので、今後内容の充実
に努めます。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

52

・避難所屋外施設の区画設定「ゴミ集積場」
①計画案は学校境界外民地に計画している。
②集積とするための面積がない③ごみ収集車
の通路確保がされていない（ゴミ収集車の
例：全長5.22m×全幅1.84m×奥行1.59m×全高
2.32m車体重量6.335t最大積載重量2t最小回転
半径5.5m以下）

・①計画案は学校敷地内になっています。②
ごみ集積面積は被災状況に異なるため一概に
は言えません。③市の委託業者は進入できる
車両を保持していると思われますが、今回の
訓練で動線が良くないことが判明しましたの
で、他の問題点も含めて配置図の再考を小学
校等と検討します。

53

・「仮設トイレ」①仮設トイレ搬入搬出時の
車両の動線（幅員、高さ）が確保されていな
い②男女別２個所のスペースが必要（仮設ト
イレの例：サイズ：間口0.85m×奥行1.59m×
高2.59m、便槽容量：330ℓ）（4tユニック車に
仮設トイレを載せると地上高さは3.70m、4tユ
ニック車両全7.99m全幅2.23m最小回転半径
6.9m）

・①仮設トイレとありますが、市が備蓄して
いるトイレテントに簡易トイレを設置するも
ので車両の動線は考慮不要になります。②男
女２個以上を想定しています。また、ジェン
ダーを考慮して兼用も配置する予定です。た
だし、今回の訓練で配置場所に問題があるこ
とが判明しましたので、他の問題点も含めて
配置図の再考を小学校等と検討します。

50
・校舎敷地内の建物、校舎間の連絡廊下の表
示がなく、図面と現地の乖離が大きい

・１階２階等表記について、今後対応したい
と思います。

51
・次回は必要な要件を理解したうえで配置計
画をすべきである。

・市総合防災訓練では指定避難所の開設訓練
時体育館を中心に訓練を実施します。そのこ
とを踏まえて、事前説明会等で自主防災組織
を中心に配置計画を協議していただきます。

48
・避難所計画図面
校舎の配置は模式図であり正確な校舎配置の
平面図が欲しい

・校舎の配置図について、訓練等を行う上で
問題があるとは思いませんが、貴重なご意見
として今後検討します。

49
・配布図面は校舎配置において既設建物の１
階２階の区別の明示が無く判読しにくい

・１階２階等表記について、今後対応したい
と思います。

46

・第１回8/29【医療衛生班】（前述の通り）
出席予定者は９人の内出席者は５人
（55.5％）、欠席者は４人であった、司会進
行は消防署○○さん
第２回9/12【医療衛生班】出席予定者は９名
の内出席者は６人（66.6％）、欠席者は３人
であった、司会進行は危機管理課○○さん
この様な参加率でいいのか、良いなら会議の
必要が無く当日の説明だけでよい。
出席理由の不明な自称防災士の○○さんの参
加は会議の内容から参席する必要はなく、東
温市自主防災組織連絡協議会会則に定める役
員かも分からないがここの場に必要は無く不
愉快である。

・出席率が悪いのは事務局としても問題があ
ると思っています。来年度の訓練ではできる
限り参加していただくよう各自主防災組織の
会長にお伝えします。
　また、今回の説明会等において各地区の防
災士さんもご参加いただきましたので、担当
者会においても班員以外の防災士の方が複数
名参加されていたことを申し添えます。

47

・担当者説明会の内容
第１回担当者説明会、第２回担当者説明会の
内容が異なり会の目的が明示されていなく無
駄な時間を要した、会の主催者は説明会の目
的統一を図り一貫性のある会議運営をするべ
きであった。

・担当者説明会での内容は、１回目２回目と
も同じ内容です。本来１回目に説明して担当
者会を終える予定でしたが、１回目はスムー
ズな進行が出来なかったため、２回目に同じ
内容での説明を行っています。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

60
・「本部」と「各班」、「班内の連絡網」が
不明である。

・今回の訓練において、各班の連携に若干問
題があったことは把握しております。来年度
については、事前協議の段階で連携が取れる
ように働きかけます。

58

・班員構成（６班構成）今回の訓練の様に事
前に班員構成を定数配置するのでなく、班の
業務内容によって班員人数を考えるべきでは
ないか。

・今回の訓練では、各自主防災組織が全ての
役割に関われるような班員構成としました。
来年度についても、事前協議において協議し
た結果により対応します。

59
・各班の待機ブースが必要、今訓練の状況で
は各班間の連携が取れない。

・今回の訓練において、各班の連携に若干問
題があったことは把握しております。来年度
については、事前協議の段階で連携が取れる
ように働きかけます。

56

・物資荷卸し場所、給水タンク車　飲料水は
体育館玄関近く搬入で特に問題なし。給水タ
ンク車は東面の校舎敷地外の駐車スペースで
あり、人力運搬距離が長すぎる。改善が必要
である。

・今後も備蓄品運搬は体育館前に乗り付ける
対応で協議します。また、給水車に関しては
自衛隊の展示等との関係上給水場所とました
が、災害時には給水時のみ体育館前に一時的
に駐車することを想定しています。

57

・「救護室」「相談室」出来る限り体育館に
近い場所を設定する、全体受付に「医療班」
員を駐在させ「救護室」「相談室」「ペット
管理室」等の案内に従事する。準備品に血圧
計が必要

・「救護室」等は体育館に近い場所が良いと
思います。また、救護室等を設置する場合、
それぞれに医療班員を常駐させる必要があり
ます。血圧計については、災害時には市職員
（保健師）が巡回等を行いますので準備する
必要はないかと考えます。

54

・「給水場」①計画図面の給水場所は消防タ
ンク車の動線が確保されていない。（タンク
車の例：全長6.94m×全幅2.33m×全高2.9m容
量5,000ℓ）

・今回の訓練では、自衛隊の展示等との関係
上給水場所としています。また、川上小学校
の場合、災害時には給水時のみ体育館前に一
時的に駐車することを想定しています。

55

・「ペット飼育場」※今回は当初計画場所と
変更①テント設営者は比較的高齢者が多いた
めテントの搬送が困難となる、設置場所に車
両横づけが可能な場所選定が必要②使用テン
トは体育館の玄関右側に準備してあった、人
手運搬距離50m　例（奥行1.5間×間口２間
（2.69m×3.565m）４本支柱　天幕・支柱
set50kg　横幕8kg）例（奥行２間×間口３間
（3.565m×5.34m）６本支柱　天幕・支柱
set90kg　横幕11kg）③ケージの無いペット用
にヤード係留杭とそのスペースが必要

・ペット受付等場所の変更は当日の現場に即
した対応だったと思います。①医療衛生班含
め各班比較的高齢者が多いのは他の地区も同
じだと思いますので、軽トラ等運搬が可能な
場所の選定は必要だと思います。②今回の訓
練ではテントを体育館前に準備しましたが、
実際の災害においてはプール下倉庫又は運動
場倉庫からの搬出になりますので、軽トラは
必須と考えます。③ペット同行避難時にケー
ジを持参するよう周知していきます。また、
係留についても検討します。

61
・避難者の受付場所は室内でなく玄関ポーチ
にすべきである。

・来年度事前協議において協議した結果によ
り対応します。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

63

・訓練の起承転結①参加者全員を集めた訓練
開始セレモニーがない、市長挨拶は開始時に
すべき②各班班長の開始、終了の締めくくり
がない③体育館内デモンストレーションの案
内不足④閉会宣言はあったので良いとする。

①開始10分前に全体説明（１日の流れ、注意
事項）を参加者に説明します。来年度事前説
明会において協議し、市長挨拶の時間帯につ
いても協議します。②訓練開始については、
シェイクアウト訓練終了後本部長から訓練開
始の合図をします。③デモンストレーション
についてはもっと周知を図ります。④スペー
ス的に可能であれば、地区ごとに並んで閉会
宣言等を行います。

64

・訓練は午前８時の防災無線によるサイレン
音を合図にシェイクアウト訓練から開始さ
れ、直後から避難所開設訓練で慌しくしてい
る最中、午前９時に「市長あいさつ」が始
まった。なぜこの時間帯に市長あいさつが必
要なのであろうか多いに疑問であった。最後
で良いのではないか。壇上に向かってあいさ
つに耳を傾けているのは一見多くが市役所職
員、消防関係、運営本部職員の方々であっ
て、実務を担当している方々（ボランティ
ア）は避難所開設に汗を流していた。

・市長あいさつの時間帯については全体の流
れを確認しながら調整します。

65

・一番大切な情報共有が確実にできていな
く、一部の方のみに届いている。事前準備と
して説明会が２回（8/29、9/12）開催され、
意見交換及び決定事項があったにも関わら
ず、ペット管理場所の設置が中止となったこ
と、また高齢者等要配慮者受付の中止になっ
たことなどが伝わってこなかった。さらに、
訓練中に変更する事項については、班長が運
営本部に報告し、運営本部から班長に指示を
出し、班長が各班員に連絡することが基本で
あろうが十分にはなされていなかった。（追
記）上記に「ペット管理の設置が中止となっ
たこと」と記載しているが、誤った嘘の情報
が伝わってきたことが後日判明した。実際に
は医療衛生班が設置され、７頭の犬を受け入
れたとのことであった。誰が決定し、誰に伝
えたのか検証する必要がある。

・今回の訓練で、運営本部と班長、班長から
班員への連絡事項が徹底されていなかったの
は、市の説明不足と思われます。来年度は事
前説明会において、連絡の流れを徹底しま
す。また、ペット管理所については当日動線
等を考慮して設置場所の変更がなされまし
た。動線等を考慮して臨機応変対応すること
は大事なことだと思います。今後は、変更し
た場合の連絡の徹底について事前説明会にお
いて説明します。

62

・防災訓練の主体者
　今回の訓練の主体者は東温市であり地域の
防災関係者は単なる飾りでしかなく、ドロー
ン以外のデモンストレーションは市担当者で
なくても地域の防災関係者の中には有能な人
物も多数いるので、次回以降の防災訓練につ
いては市職員はオブザーバーとして防災訓練
の主体は地域の防災関係者にすべきである。

・将来市総合防災訓練の避難所開設訓練等を
自主防災組織が地元の防災士を中心に実施で
きれば、被災時にも被害を最小限にできるも
のと考えています。そのためにも防災士の知
識向上のための市独自の講習等への参加を促
したいと考えています。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

74
・とても為になりました。また開催されれ
ば、参加したいです。

・来年度も継続して開催しますので、参加し
ていただければと思います。

72
・避難所に避難者ルールの掲示が張り出され
ていたが、文字が小さくて読みづらかった。

・来年度は書体を変更するなど対応します。

73 ・今後も定期的に訓練が必要だと思う。 ・今後も継続して訓練を実施します。

71

・受付時にアンケート用紙を被災者にお渡し
し、受付で回収するよう指示が出たが、アン
ケートの記入自体が終了後となるはずであ
る。訓練後にお渡しし、後日回収すれば、会
場で持ち歩く必要もなくて良いのではない
か。

・今回のアンケートは、配布及び回収に問題
があったと認識しています。来年度は、初回
の事前説明会から協議して改善したいと思い
ます。

66

・指示系統が不明瞭で、交錯した指示が出て
いて、混乱の元になっている。市職員の方が
受付を担当されている市職員の方を別作業に
転換されて、受付担当者が３名（3/9地区）不
在となった。多忙でないとはいえ、他の受付
担当者に連絡することなく去るのは如何なも
のか？また、班長が十分に判断できていない
事項について、その場で市職員の方が指示を
出していた。さらには、市職員の方の判断に
よって、例えば受付表示を勝手に移設されて
いた。班員で事前に決めたことを、無断で変
更するの横暴さは如何なものか。

・受付表示については、受付の混雑具合を見
て市民の方より地区の表示を見える位置に変
更した方がよいとのご意見を受け移設しまし
たが、本来班長に確認をとってから移設する
べきでした。来年度以降、班長に確認を取
り、班長の指示で班員が移設等を行うように
します。申し訳ございませんでした。

70

・地区外の受付が無いが、設置すべきであ
る。実際に起こる災害時には勤務などで東温
市内に居られる地区外の方も多いのではない
か。

・おっしゃる通りだと思います。被災時に備
えて常時用意しておくようにします。

67

・事前の説明会において話し合った予定通り
の作業が行われておらず、上記のような状況
であれば、訓練ではなくて行事として行った
ものと受け止められる。

・当日の状況で事前の打ち合わせと変更され
る場合もあると思いますが、その場合はきち
んと運営本部を通して連絡が各班に伝わるよ
う来年度の事前説明会において徹底します。

68

・変更等もあるのであれば、訓練であれば各
自の最終確認も必要であるため、当日の正確
なタイムスケジュールを訓練当日に配布して
ほしい。

・各班の設置場所や、使用物品については当
日の状況により変更する場合もありますが、
連絡体制がきちんと整っていれば問題ないと
考えています。来年度は事前説明会において
連絡体制を徹底します。

69

・一般市民の方々には最初に受付を行う認識
は薄いと考えられるので、「先ずは受付をお
願いします！」という内容の表示が見やすい
入り口付近にあれば、受付で声掛けの負担軽
減になるのではないか。

・おっしゃる通りだと思います。被災時に備
えて常時用意しておくようにします。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

82

・災害が起きたとき冷静に行動する訓練が必
要
　地域の方や総務班の人が的確に指示をして
くれた。災害についてのことを知れ、色々な
ことが身についたので訓練を続けて行きたい
です。

・災害が起きた場合に冷静に行動することは
なかなか難しいと思われますので、訓練を重
ねることで、冷静に行動できるようにしてい
ければと考えます。真剣な訓練によって身に
つくと思います。

80
・会場設営や準備運営など、大変お世話にな
りました。ありがとうございました。

・今後も訓練等にご協力いただければと思い
ます。

81
・頭を守る訓練が必要
　すごく分かりやすかった。ライフハックを
知れて楽しかった。

・地震等災害時に頭を守ることは大切ですの
で、消防と相談します。また、訓練時に周知
していきたいと思います。

79

・初めて防災訓練に参加してみて分からない
事も知れて良かったです。
また家でも、訓練した事を家族に話してみよ
うと思いました。

・訓練に参加して感じたことをご家族で話す
ことで災害に対する意識も変ってくると思い
ます。今後ご家庭において防災に関する意識
が高くなることを望みます。

77

・季節毎の今日の様な避難訓練、特に暑い時
期寒い時期や、時間帯で違う訓練（（夜間な
ど）職員さんの負担が少ないくらいで）が必
要だと思う。

・将来的に季節毎の避難訓練ができればよい
と思います。

78

・アウトドア訓練（キャンプの経験が災害時
に役立つと思う）
　今回の訓練で色々知れて、体験できてよ
かった。

・キャンプ体験は災害時に役に立つとは思い
ますが、現時点で総合防災訓練での実施は難
しいと思われます。

75

・今回は始めから情報が少ない中での参加
だったので、色々な事を想定した訓練（負傷
者、パニック者等）がとても重要だと思いま
した。
　訓練自体はとても役に立ったと思います。
情報が少なかったり、聞いても分からないと
答えられた係の方が複数いたので色々な事を
想定したことが必要かと思いました。

・地震発生後の指定避難所開設訓練というこ
ともあり、限られた情報の中でできる限り早
く指定避難所を開設するためにどうするかを
訓練しています。スムーズな開設ができるよ
うになれば、条件を付与した想定訓練を実施
したいと考えています。

76

・定期的な訓練が必要だと思います。訓練の
認知度が低いのでもっと幅広く（子供たちを
まきこんだり）平日などでも訓練があれば良
いと思います。
まだどのようにするのか流れができていな
かったので、訓練の回数を重ねて流れを（マ
ニュアル）作りが必要かと思います。受付等
入口が狭く、込み合っていたので、（受付）
入口は広く分かりやすくするべきと思いま
す。
☆簡易スリッパやマスクとかっぱの作り方な
ど、広報で告知しても良いと思いました！！

・自主防災組織が指定避難所の開設をスムー
ズに行えるようになれば、次のステップとし
て多くの方が参加したり、平日や夜間の訓練
が実施できればと思います。
　受付が狭く、混雑したことは今後の課題と
思います。来年度は事前協議の段階で受付の
場所を検討します。
　簡易スリッパ等の周知につきましては、今
後検討します。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

88
・自分たちでご飯をつくる訓練が必要
　楽しかった。地域の繋がりが深くなったと
思う。

・学校での炊出し訓練は難しいと思いますの
で、地元自主防災組織の防災訓練時の炊出し
が現実的だと思います。

89
・自分たちでご飯をつくる訓練や消火訓練が
必要

・学校での炊出し訓練は難しいと思いますの
で、地元自主防災組織の防災訓練時の炊出し
が現実的だと思います。
　学校での避難訓練時に消火訓練は実施可能
と思われます。

86
・救助活動関連の訓練が必要
　防災への知識や興味が高まった！

・今後救助活動訓練の実施について検討しま
す。

87

・救助活動、二次災害時の対応、ケガをした
ときのケアする方法
　今回の防災ボランティアに参加して本当に
よかったと思いました。受付では最初は不安
で失敗することがあったけど、だんだんと慣
れてきてやさしく笑顔で対応することができ
たし色々な人のサポートを進んでできたし防
災について学べることができました。そして
色々な人と仲を深めることができてよかった
です。最後には色々な人達に褒められたので
うれしかったです。まだまだ子どもですが災
害時には活躍し、人を助けれるようこれから
頑張って行きます。本当にありがとうござい
ました。

・今後救助活動訓練の実施について検討しま
す。また、応急手当訓練も検討します。

84

・避難訓練（主に学校）で今回の様な訓練が
必要
　自分でできることを考え、テントの立て方
から食料関係のことまで、たくさんのことを
することができ感謝しています。もし災害が
あった時にはこのことを思い出して、できる
ようにしたいです。今後もこのような活動が
あれば参加したいと思います。
・高齢者もすぐ分かるような案内

・学校においても避難訓練時にテント設営等
の体験をしてもらえればと考えます。
　また、防災講座の一環として講座を行うこ
とも可能です。

・案内板の高さ、位置を検討します。

85
・忍耐力、水泳の訓練
　テントの設営や被災地の食料のおいしさを
知れてすごくためになりました。

・防災のカードゲームなどで忍耐力を高める
ことは可能です。水泳はくんれんとしては難
しいです。

83

・各地域毎での集団行動の訓練が必要
１人１人あっちいったりこっちいったりする
と身動きがとれないから合わせて動いた方が
いいと思った。
「北方こっちです。」っていう案内があった
と思うんですけどあれは言うだけではなくプ
ラカードなどで分かりやすくしたらいいかな
と思いました。また、ボランティアという機
会があり、なかったら分からないことだらけ
だったのでいい経験になりました。ありがと
うございました。

・各地域で避難訓練等を実施してもらうため
「自主防災組織活動マニュアル」を作成して
います。各地区が防災意識を高めることで動
きは変わります。
　受付の案内方法等については、来年度の訓
練において事前協議の段階で検討したいと思
います。

11/21



総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

98
・入口の地区別受付→広く場所をとらない
と！！

・入口の受付については、再度検討する必要
があります。来年度の訓練において、事前協
議時に自主防災組織と検討したいと思いま
す。

96
・いざ避難というと、近所の呼びかけとか安
否の確認が大切だと思います。高齢者社会で
の避難の仕方とかが問題かと思います。

・避難行動要支援者名簿の作成や、個別避難
計画の作成により協力体制が確率できると思
いますが、高齢者本人の作成への協力がなけ
ればできないことが問題かと思います。

97

・地区の実情に対応した訓練が必要（山間
部、平地部当）
　電源の確保
　塩は半部で良い

・各自主防災組織で個別に訓練を実施してく
ださい。
　開設当初の電源は確保しています。
　塩は2gの小袋ですので、自分にあった適量
を使用してください。

95 ・入口の混雑

・入口の受付については、再度検討する必要
があります。来年度の訓練において、事前協
議時に自主防災組織と検討したいと思いま
す。

93

・今回の訓練の問題点を洗い出し、毎年同様
のＲＰＧを続ける事が実際の災害に対応する
力が身に付くと思います。
　入口受付の渋滞が酷い。上部に案内板を設
け音声でガイダンスすべきかと思います。

・今後も避難所開設訓練を実施します。
　入口受付については、今後検討が必要と考
えています。来年度事前協議の段階からどう
すべきかを自主防災組織と検討します。

94

・障がい者がいる場合の避難訓練、配慮をど
うするべきか
　実際に巨大地震にあうとどうなるかわから
ない。不安が多い。

・障がい者等配慮が必要な方には福祉避難所
もあります。また、今回の開設訓練では設営
していませんが、実際には要配慮者の場所も
設ける予定です。日々の訓練が災害時の行動
に反映されると思います。

90
・消火訓練が必要
　とても充実していて楽しかった。自衛隊が
来ていて沢山体験できたので良かったです。

・学校での避難訓練時に消火訓練は実施可能
と思われます。

91

・よりリアルな設定（避難者のケガや年齢な
ど）で運営してみる。リアルＨＵＧの訓練が
必要
　大規模な訓練にも関わらず和やかかつ迅速
円滑な運営で落ち着いて活動できました。。
今後も参加したいです！ありがとうございま
した。
・自宅、学校、職場、外出先での被災にも対
応できるよう日頃から情報が得られるよう
に。

・全ての地区で避難所開設訓練を行った次の
ステップとして想定訓練を考えています。

・とうおんアプリの周知を図るとともに、掲
載内容の充実に努めます。

92

・ボランティアの受入訓練が必要
　実際の市民を加えた訓練の実施。参加者を
増やすこと。
　今回の訓練は参加者も少なくメニューも多
かったため退屈せず行うことができた。

・ボランティアの受入訓練については、いつ
かの段階で必要であるとは思っていますの
で、今後検討します。
　訓練参加者の増員については、もう少し限
られた人員で開設訓練を実施する必要がある
と思います。また、来年度も色々なメニュー
を検討して実施します。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

107
・避難所訓練が必要
　防災に対する意識の高揚ができた

・今後においてもまずは避難所開設訓練を実
施します。

106

・避難所の開設訓練を役割区分して行う
　訓練の目的が明確でない。（伝わってな
い）想定が必要な訓練なのか避難してからの
開設訓練なのか不明。訓練の内容、タイムス
ケジュールが伝わってない。受付の状態です
でに混乱している。もう少し目的を明確にし
た方が参加しやすいと思う。

・今回は発災後避難所に避難してからの避難
所開設訓練を実施しています。各班の役割区
分も決めて行っていますが、役員の方以外の
避難者に対して訓練の内容、スケジュールを
お伝えしていませんでした。来年度どういっ
た方法がよいかを含めて自主防災組織と検討
します。また、受付ついても再検討します。

104
・受付の札を机の前に貼っても人で見えな
い。背後にかかげるなど高い位置が良い。若
しくは入口に案内を貼る。受付がせますぎ。

・受付の案内については、再度検討する必要
があります。来年度の訓練において、事前協
議時に自主防災組織と検討したいと思いま
す。

105

・受付に時間がかかった。ＱＲコードなども
活用したら良いかも
　受付の地区が下の方に書かれていたので、
上の方にあれば分かりやすい。

・現時点で受付にＱＲコードを導入すること
は難しいと思います。
　また、受付の案内については来年度事前協
議時に自主防災組織と検討したいと思いま
す。

103
・公民館ごとの訓練
　流れがわからない。参加者にプログラムを
配れば

・自主防災組織単位で訓練できるようマニュ
アルを作成しています。
　プログラムについては、来年度の事前協議
において自主防災組織と検討します。

101
・総合訓練も大切だが公民館単位での同じよ
うな訓練も必要ではないか

・自主防災組織単位で訓練できるようマニュ
アルを作成しています。

102
・同様の訓練を他地域で実施の際その地域に
ある技能を持つ人材を発災時点のその場で見
つけ出しその人を取り込んだ訓練が必要

・実際に災害が発生した場合、避難所に避難
してきた一般の方にもいろいろ動いてもらう
必要があります。今回の訓練でも一般の方を
巻き込んでもらうよう説明しています。その
方が防災士であればなお心強いと思います。

99

・テント内の設備ベットや他の備品の有無
設置あれば便利な物等の展示
　高齢者が距離的に大変と思う。
　一連の流れについて把握できなかったの
で、スケジュール表の掲示があった方が良
かった？

・来年度の総合防災訓練において、市が保有
する資機材等の展示を行いたいと思います。
　スケジュール表については、事前協議時に
自主防災組織と検討したいと思います。

100

・非常用トイレの重要性　必ず必要となるア
イテム、どこに売っているのか。どうやって
使用するのか。これがなければどういう状況
になっていくのか知る必要があると思う。
　携帯電話用の簡易バッテリ、充電用バッテ
リ
　各訓練で詳細は知ることが出来た。災害に
対する自意識を高めるきっかけになった。

・非常用トイレは、ホームセンターなどで購
入することができます。使用に関しては来年
度の訓練において使い方の講座を実施しま
す。
　携帯用のバッテリ等については今回の訓練
で準備していましたが、紹介できませんでし
た。来年度訓練時に紹介します。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

116

・来てから２０分、受付はこちらですと大き
な声で言ってくれた人が１人、１回のみ、も
う少し拡声器とかでどうしたらよいか教えて
欲しい。
　今回うまくいかなかった事を次回の訓練や
本番で生きるように。

・受付の案内については、再度検討する必要
があります。来年度の訓練において、事前協
議時に自主防災組織と検討したいと思いま
す。

114 ・体育館の壁や天井ボードの落下が心配
・被災した場合、施設内の状況を確認してか
ら避難所を開設しますが、災害時には十分な
確認注意が必要と思われます。

115
・各地区の方が座ってまっている時間が長
かったので心臓マッサージの体験などがあれ
ばいいと思った。

・今回は避難された方への対応を複数考えま
したが、来年度はさらに項目を増やしたいと
思います。

112

・ペット同伴の訓練は勉強になるので続けて
ほしいです。
　初めて参加しましたが、備えの不足してい
る箇所に気づくことができました。

・ペット同伴訓練は今後も実施します。

113

・同じような訓練をしていいですが、色々な
役割を担当していけば全体がよくわかると思
いました。
　同じことでも何度もして皆に知ってもらえ
る。どんな状況でも皆が対応できるようにな
ればいいと思いました。

・市の総合防災訓練は数年に１度しか実施し
ませんので、各自主防災組織単位で避難所開
設訓練を実施していただければと思います。

111 ・内容より回数が必要かなと思います。

・今回の避難所開設訓練は、各集会所におい
て自主防災組織が単独でも訓練できるもので
すので、各自主防災組織で実施することで訓
練を重ねていただければと考えます。

110

・昔ながらの訓練でなくスマホか４Ｇ５Ｇを
利用した訓練案内があれば良いと思う。
　アナウンスが聞き取りにくい。同じ内容が
少しずれて３～４回流れるので聞きたい部分
が重なって聞こえにくい。
　地震速報のようにスマホに通知があれば分
かりやすい。地域に特化したアプリなどがあ
れば情報が伝わりやすい。

・地区が限られるためスマホ等を活用して訓
練するのは難しいと思われます。
　アナウンスに関しては来年度検討します。
　地域に特化したアプリは難しいですが、現
在のとうおんアプリの活用方法を検討しま
す。

109
・安否確認の訓練、それぞれの被災状況を想
定した救助訓練

・安否確認については、まずは自主防災組織
単位で実施することで早期の対応が可能と思
われます。

108

・受付での混乱を考慮し改善が必要だと思わ
れる。受付後の誘導も必要。指導者の言葉が
伝わりにくい。集団になるのでまだまだ感染
対策はひつようではないかと思われる。興味
のある方を集めるのでなく各地区でスリッパ
作りを指導者を決め作ってもらうなどせっか
く集まった方の共助をそそるようにしなけれ
ば今後の共助につながらないと思う。

・受付については、来年度の事前協議におい
て自主防災組織と検討します。新型コロナに
ついては５類となったため現時点で感染症対
策をした受付等は考えていません。

14/21



総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

123
・受付が運動場付近にあるという事前の説明
だったが、当日行くと場所が変わっており、
当初困惑した。

・事前の説明と受付場所が変更になったこと
申し訳ございません。来年度の訓練からは、
避難してくる方に事前に詳細な情報を出すべ
きか、当日の変更も考慮して大まかに体育館
周辺というべきかも含めて自主防災組織と検
討したいと思います。

124

・駐車場と避難場所が敷地内で最も遠い位置
にあったので、ケージ運搬が大変だった。東
側の空き地が使えるなら、駐車場を近い位置
にしていただきたい。

・今回の訓練では、自衛隊の災害物資展示等
があり東側の空き地を駐車場として使用して
いませんでしたが、被災時には避難者の駐車
場として利用するようになると思います。た
だし、ペット同伴者専用の駐車場にはなりま
せんので、その点はご理解願います。

125

・ペット避難場所が体育館敷地北で建物の影
となっており、冬場は風も強いのでもっと季
節が進むとかなり凍える。体育館内に入れな
いのなら、季節により場所を日当たりの良い
南側にするか、テントに風よけの横幕を張る
などもう少し考慮していただきたい。

・今回の訓練では、当初の受付場所を当日変
更して体育館敷地北に設置しています。被災
時にも当日の天候や、他の受付場所等の状況
により臨機応変変更すると思われます。でき
る限りペットの環境を考慮したいと考えてい
ます。また、ペットの避難場所については今
回は使用していませんが、被災時には雨風を
防げるように横幕を設置する予定です。

121

・日頃から防災意識を持って生活することが
大事だと思います。訓練をすることで災害時
のとっさの判断ができると思いますのでこれ
からもくり返し防災訓練に参加したいと思い
ます。

・市民の方の防災意識が少しでも高くなるよ
う訓練の内容も検討していきたいと思いま
す。

122
・今後必要なくんれはよく分からない。
　くり返し訓練することが大事だと思いま
す。

・災害に備え、まずは避難所開設訓練を実施
したいと考えています。

120 ・自助の仕方の訓練が必要
・来年度の訓練時に自助について講義を行い
たいと思います。

119

・昼間だけでなく夜間もしなくてはならな
い。暗やみでどれだけの人がきちんと避難で
きるか？また自分の身を守れるか等、地震は
突然やってくる、その時どれだけ共助できる
かが問題。
　本災害と訓練では状況が全く違うと思いま
す。東温市は比較的地形に（南海地震）恵ま
れていると思うが、当市には断層があり油断
はできない。訓練で皆さん笑顔で話したりの
んびり行動していたが本番で本当に訓練通り
動けるのか全く不安です。日本人の悪いくせ
なのか本当に悲惨な目に合わなければ分から
ない。当事者の意見などよく聞くべき！

・夜間など時間を変えた訓練も必要と思いま
すが、なかなか実施は難しいと思われます。
各自主防災組織において、避難所開設訓練を
実施していただくのが現実的と考えます。
　また、本当に被災した場合には多くの方が
パニックになると思われますので、訓練を重
ねて動きを覚えていただくのが大切だと思い
ます。

118 ・ペット同行避難所の開設 ・ペット同伴訓練は今後も実施します。

117
・小単位で集合させることと思います。
　もっとリーダーシップの取れる者を配置し
声をかけ合ってほしい。

・集合する単位については検討します。
　経験を積むことで訓練内容を熟知し指導力
を発揮できると思います。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

129

・ペットは絶対に「公助」や「共助」の順番
からすると最も後回しにされる。だからこそ
最悪の状況を想定して参加してもらうよう、
あらかじめ依頼して徹底させるべき。炊き出
し貰ったらさっさと帰る人がほとんどで、訓
練の実効性として疑問。

・ペットの同行避難訓練は今回が２回目で
す。今後同行避難についてもっと関心をもっ
てもらえるような取組を検討したいと思いま
す。また、一部の方は、ペット避難場所を離
れて体育館内に入られたみたいです。

130

・長文のため要点のみ抜粋
　役員の方が「わしは犬が嫌いなんじゃ」と
言っていた。
　まだケージを置いているのに折り畳み椅子
を片付け始めた。
　ブルーシートが飛ぶ旨伝えたら４隅のみ残
した。
　その後テントの天幕を外しだしたが、体育
館ではまだ訓練が続いていた。
　市職員は進行管理をきちんとすべき。
　獣医師会はマイクロチップの説明だけでな
く、ペットの種類、健康状態、登録、ワクチ
ン接種の確認などを実施すべき。また、事前
準備の重要性を教えるべき。
　何のために訓練を実施しているのかをきち
んと役員含めて伝えるべき。
　事後検証をしっかり行って意味のある訓練
にしてもらいたい。

・配慮に欠ける発言、対応等申し訳ございま
せんでした。来年度からは言動に注意して訓
練を実施するように気を付けます。
　また、訓練中の片付けについては実施しな
い用徹底します。本来訓練中に片付けに入る
のであるなら一度本部に相談して本部の指示
で片付けを始める必要がありますので、連絡
体制を含め徹底します。
　獣医師会についてというより、市として
ペット同行避難について事前準備の重要性を
まとめたパンフレットを当日同行避難した方
を含め訓練に参加した方に伝える方法を検討
したいと思います。
　総合防災訓練の実施する主旨についても徹
底して伝えたいと思います。
　最後事後検証については、自主防災組織連
絡協議会においてきちんとこのご意見を含め
報告し、来年度に活かしたいと考えていま
す。

131
・ペットの飼育人口が増えてきているため、
ペット同行避難の充実強化。

・ペット同行避難について、もっと充実でき
るよう内容を再検討します。

132
・市民への情報発信として、とうおんアプリ
による防災情報発信を行いアプリの普及啓発
活動につなげる訓練も必要だと感じました。

・来年度の総合防災訓練において、とうおん
アプリの利用促進を図ります。

126

・ブルーシートが敷かれていたが、風が強く
煽られて飛びそうになる。ペグなどを打ち込
み、飛ばない対策を。テントも同様。飛ばな
い対策がされてなかった。

・ブルーシート、テントともに訓練時から飛
ばない対策を施すようにします。

127

・ケージに飼い主の名前を書いた養生テープ
の端切れを貼るように指示されたが、これで
は何かの拍子に剥がれたり飛んでしまう可能
性大。荷札など耐強風、耐飛散の高いものに
すべき。

・来年度の事前協議において変更する方向で
自主防災組織と協議します。

128

・ペット避難参加者は我々以外にも何人かい
たが、ほとんどの参加者が「散歩のついでに
寄った」程度の軽装で、実際避難するとなっ
た場合にどうするのか考えていなさそうな方
ばかりに思えた。

・ペットの同行避難訓練は今回が２回目で
す。今後同行避難についてもっと関心をもっ
てもらえるような取組を検討したいと思いま
す。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

139
・市民の方々にも更に動いてもらい、一体と
なった訓練が必要に思った。

・被災時市職員は一旦市役所に集合するた
め、自主防災組織が指定避難所を開設運営す
ることが現実的だと思います。そこをきちん
と説明して皆が動ければと思います。

136

・今回は、資機材の展示や他機関の説明など
がありましたが、有事の際を想定した訓練を
継続して実施する必要があると思います。そ
れに加え夜間の防災を実施してもよいかと思
いました。

・資機材等の展示については、来年度内容を
充実させます。今後も継続して訓練を実施し
ますが、夜間の訓練については、現実的なと
ころで、自主防災組織単位かなと思います。

137

・少年消防クラブ防災リーダー研修の一環と
して参加し、自分も含めクラブ員達もいい経
験になったと思います。個人的な感想として
防災リーダーとしての質向上のため、防災に
対する知識・技術を取得する目的として、今
後実用性のある訓練が必要だと感じたので積
極的に活動したい。

・来年度の内容について打ち合わせを行いた
いと考えていますので、防災訓練において行
いたい実用性のある訓練があれば申し出て下
さい。

138

・メイン会場となる校区以外の市民の参加が
少ないと感じるので、市全体で参加者を増や
す工夫が必要だと感じます。
　また、市職員の訓練ができていないと思い
ますので、災害対策本部運営訓練や職員参集
訓練なども少しずつ取入れていくのが良いと
思います。

・現在の訓練は校区単位での訓練のため基本
的に校区外の方の参加はありません。本当は
市全体複数の避難所での開設訓練をしたいの
ですが、まだそのレベルにありません。ま
た、今回の市職員の立ち位置については、指
定避難所開設に伴う自主防災組織のお手伝い
（後方支援）がメインとなっています。ただ
し、災害対策本部の運営訓練や、参集訓練な
どは今後必要と思いますので、内部で協議し
たいと思います。

133

・総合防災訓練お疲れ様でした。問１２と問
１３で回答しました。とうおんアプリを使用
した防災情報発信を行う訓練も必要だと感じ
ました。現在は防災行政無線音声を再生でき
るようになっていると思いますが、その他の
情報も訓練時に発信し、市民の普及状況把握
や普及啓発活動を行う必要性を感じました。

・とうおんアプリを用いた情報発信ついて、
今後検討したいと思います。

134
・災害時、若い世代の力が必要となるため、
若い世代が参加できるような訓練も必要と思
います。

・若い世代が参加したくなるような内容を検
討する必要があります。まずは次世代の中学
生にボランティアで参加してもらいます。

135

・実戦形式の訓練であり、自主防災も勉強に
なっていたと感じました。少年消防クラブ、
防災リーダーも参加させていただき色々興味
を持って訓練していました。また、ご父兄の
方も来られており、資機材や非常食に興味を
持って参加してくれていました。今回の訓練
において良い体験ができ意識の向上に繋がっ
たと感じます。今後も若い世代の防災教育に
力を入れ災害に強い東温市にできればと思っ
ています。

・少年消防クラブ、防災リーダーについて
は、継続して参加して頂ければと考えていま
す。
　来年度への課題として、避難者と一緒にス
リッパをつくるためには多くの新聞を用意す
る必要があると思います。また、何か発表も
できればと思いますので、来年度に向けて打
ち合わせができればと思います。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

147
・テントを張る訓練の際に、市職員が立てる
テントの数が多かったため、テントの個数を
減らしても良いのかなと思いました。

・テントの数については検討しますが、でき
るだけ多くの方に参加してもらえるよう声掛
けを徹底したいと思います。

148

・天候や気温によって、動きも変ってくると
思う。様々な天候や季節に実施すれば、より
防災意識や避難能力の向上につながると思
う。

・自主防災組織を中心とした避難所開設訓練
を開始して２年目なので、市内一円の訓練が
終了した時点で季節の変更をしたいと考えま
すが、まずは、自主防災組織と開催時期の協
議をしたいと思います。

144

・管内のマイクとスピーカーを増設して、も
う少し聞こえやすくできないか。（人が多い
中での地声は全く聞こえなかった）説明する
人を常に補助する人がいたら良かったかも。
途中で座りたい人が多かったかも。椅子を出
したのは正解。

・来年度はスピーカーの配置を考え、常にマ
イクを利用します。また、説明者に補助員を
付けます。

145
・市に頼らず、自主防災組織や市民等が自ら
積極的に運営、実施する訓練

・自主防災組織での避難所開設訓練は今回が
２回目です。まだまだ訓練を重ねていく必要
がありますが、将来的にできればと考えてい
ます。

146

・各班での集合時に他の班員（地元住民）か
ら「市職員がやってくれる」というようなこ
とを言われた。市職員側の事前説明会で伝え
られていたこと（市職員も勉強の一環として
防災訓練に参加している）と違っていたこ
と、地元住民が自ら災害対応する姿勢が感じ
られず、休日を返上して参加している状況も
あり、怒りを感じた。また、テントの設営訓
練時も設営しているのは市職員と中学生、地
元役員数名程度であり、他の参加者は見てい
るだけ、非常食の試食をしているだけであっ
た。市職員が何もかもやってしまったのでは
訓練の意味がない。実際の災害時には各避難
所に市職員を配置できたとしても数名程度
で、基本設営、運営は地元でやってもらう必
要があると思うが、今回の訓練で、市民はな
んでもかんでも市がやってくれるという認識
が感じられた。

・自主防災組織への事前説明において、市職
員は勉強の一環である旨は伝えていますが、
まだまだ理解を得られていないことは十分認
識しています。今後も引き続き自主防災組織
が中心で開設を行う必要がある旨を説明して
いきます。
　テント設営等資機材の取扱いについては、
各地区単位でグループを作り、その中に市職
員を配置するなど、多くの参加者が体験でき
るように改めます。また、参加者が多い場合
には、試食と資機材取扱いの２つのグループ
に分かるなどの対応を取りたいと思います。

141
・自助の向上に向け、市民と協力した防災訓
練

・来年度の総合防災訓練において、避難者へ
の自助に対する講義等を検討します。

142
・今後もこのような、防災訓練を実施してい
き、自助・共助の向上に努めていいきたい。

・来年度の総合防災訓練において、避難者へ
自助について講義を検討していますが、併せ
て共助や公助についても講義します。

143
・今回のようなテント設置を含めた体験型の
内容がいいと思う。

・来年度はテント等説明の他、簡易トイレの
使用用法なども取り入れたいと考えていま
す。

140
・今後もこのような訓練や取組を続けてい
き、市民の更なる防災意識の向上に努めてい
きたい。

・職員を含めすべての方の防災意識の向上の
ためどうすればよいか常に考えています。何
か打開策があれば教えてください。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

150

・避難所運営をやってみると、できるだけ多
くの人の助けが必要だと感じました。よりた
くさんの人が参加してもらえるような働きか
けも大切だと思いました。

・自主防災組織、地域住民、ボランティアそ
して市職員が積極的に参加してもらえるよう
防災意識の向上に取り組みたいと思います。

151

・（訓練内容についてではないが）市の職員
が主導していた以前の訓練とは異なり、自主
防災組織主導とのことであるので、各課１名
の職員派遣でなく、研修・地域との協働を学
ぶ機会と捉え、新人職員、若手職員をもれな
く参加させるとよいのではと感じた。

・職員の訓練参加について研修・地域との協
働を学ぶ機会という意見については、今後総
務課と協議をしたいと考えます。

152

・各班、地域のかたが中心となり熱心に訓練
に取り組まれていた。ただ、他の班との連携
が取れていないように見受けられた。例）避
難所開設完了かどうかの確認なく、避難者の
受入が始まっていた。各班の連絡係担当を決
め、どのような時にどこへ連絡を入れるのか
を押さえたらよいと思う。

・今回の訓練において、各班から本部への連
絡、本部から各班への連絡があまり上手に機
能していなかったと思います。来年度は、事
前協議において、必ず本部に報告をあげる、
本部から各班に必ず連絡することを徹底した
いと思います。

149

・今回実施した川上小学校区の住民の皆様
は、非常に意識が高く、市から当該地域で実
施する旨、通知されてから、地域で何度か打
ち合わせを重ねたと聞いている。
　防災士や避難訓練の核となるリーダーの有
無で変わってはくるが、各々が高い意識を持
ち合わせていたのでスムーズであったと感じ
る。
　また、今回の訓練実施に当たり、昨年度の
同訓練を住民自らが視察したと伺った。
　なかなかできることではないが、一度モデ
ルケースを見学していると、実際に災害が発
生した際の初動が適切になると思われるの
で、ぜひ、防災訓練実施時には、他の地域
（特に次年度開催予定地区の代表など）も視
察を行い、意見交換すれば、回数を重ねるご
とに本市の地域防災意識・避難能力は高まる
と思う。
　そのほか、私自身は、社会福祉課配属時に
福祉避難所での訓練も参加したことがあり、
加えて今回の防災訓練にも参加させてもらっ
た。
　また、避難所開設時には何度か現場で従事
している。一方で全くそのような経験をして
いない職員（特に若手職員）もいると思われ
る。
　「公助」が適切に措置されることが、住民
に安心感を与えることからも、職員の積極的
な参加を促すべきであり、職員研修の一環で
導入することも検討すべきではないかと感じ
た。

・次回訓練を実施する自主防災組織には、全
難度の訓練を視察することを勧めていきたい
と思います。
　また、職員の訓練参加について職員研修と
してという意見については、今後総務課と協
議をしたいと考えます。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

155

・実際に、災害が発生した際には、協力して
頂ける地域住民と対応すると思うので、実際
に参加してもらった人たちにも呼びかけ、訓
練に参加してもらうとより実践的なものにな
ると思いました。

・総合防災訓練の事前協議において避難して
きた方も巻き込んで避難所運営をしていただ
きたい旨は伝えていましたが、いざ始まると
なかなか難しいみたいです。今後はどのよう
に巻き込んでいくかを自主防災組織と一緒に
検討したいと思います。

156

・食料班となり、３００人近くの食料を用意
することは、とても大変であると実感しまし
た。災害時には、それよりも多くの人が避難
所に集まると想定されるため、避難者と話し
合いながら対応する必要があると思いまし
た。

・今回は訓練のため、提供する食事もアル
ファ米（おにぎり含む）だけでしたが、被災
した場合には本当に大掛かりな炊出しも行う
必要があります。そのことからも、避難した
人に協力してもらいながら避難所運営をする
必要がありますので、訓練時から流れを構築
できるよう検討します。

157

・他の班で行っていたかもしれないが、避難
者が避難してきた後の対応を行う訓練が必要
だと思う。（避難所をスペース割し、実際に
分かれてみるなど）

・今回の訓練は避難所開設訓練でしたので、
避難した後は、地区のブースに分かれてもら
いました。今後スペース割も訓練に取り入れ
たいと考えていますが、自主防災組織の考え
方として今回の地区別のブースが地区別のス
ペースになると思われます。被災時には地区
は関係ないと思いますので、その点は今後自
主防災組織に説明していきたいと考えます。

153 ・市職員を対象にした資機材の取扱いの訓練

・多くの市職員は被災時に指定避難所に配置
されますので、普段から資機材の取扱い訓練
をしておくことは大事だと思われますので、
今後実施に向けた検討を進めます。

158

・避難者の受付をした後、名簿に記載されて
いる人と本人がわからなくなり、その後の円
滑な避難所運営ができなくなると思われるた
め、名簿作成の際に付番した番号の札を渡す
など、個人を特定しやすくする必要があると
思った。

・来年度の事前協議において自主防災組織に
検討してもらいます。

154

・予想していたよりも多くの市民が熱心に参
加されていると感じた。ただ、実際に訓練が
始まると当初に想定していたことがうまくい
かないことがあるようだった。
　また、避難者名簿に記入してもらう際、自
分の行政区が分からない方が多く、住所ごと
のほうがわかりやすいのではないかと思っ
た。
　今回初めて防災訓練に参加したが、実際に
参加してみないと分からない点も多かったた
め、市職員は在籍している間に必ず一度は参
加するようにすべきだと思う。また、各課１
人でなくとも複数人参加できるようになれば
よいと思う。

・川内地区は合併時に「区」ができたので、
多くの方が自身の区を理解していません。住
所もひとつの方法ですが、被災時にはどうし
ても「区」単位で行うことが多く想定されま
すので、多くの方に行政区を覚えてもらうこ
とを検討します。
　市職員の訓練参加については、訓練が毎年
行われることから、最低でも在籍中に１回は
参加するよう各課に働きかけたいと思いま
す。さらに、また、１課から複数人の参加に
つきましては、参加していただける課がある
のならお願いしたいと思います。
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総合防災訓練(R05)実施後の課題等

番号 問題点 回答

161
・今回のような訓練、同じような訓練が必要
だと思います。

・来年度以降も避難所開設訓練は実施したい
と思います。

162

・南海トラフに対して、もっと防災意識を
持っておかなければならないのですが、依然
他人事として捉えがちなので、今回のよう
な、地域の方と一緒にする防災訓練は、定期
的に行っていくべきだと痛感しました。

・今後も総合防災計画は実施していきます
が、各自主防災組織が集会所で今回と同じ避
難所開設訓練を行うことで、総合防災訓練で
の避難所開設訓練がスムーズになると思いま
す。

159

・全て準備通り行う訓練ではなく、実際の災
害時を想定し、現場がイレギュラーに対応し
ながら行う今回のような訓練が必要だと思い
ます。

・昨年度から今回実施した訓練の方式を取り
入れています。色々問題点もありますが、被
災時には自主防災組織の早期の対応が人命に
関わってくると思いますので、今後も継続し
て実施すると同時にもっと内容を充実させて
いきたいと思います。

160

・参加人数が多い地域もあれば参加人数が０
人の地域もあるなど、地域によって防災意識
に差があると感じ、より多くの人に地域防災
への関心をもってもらう必要があると思いま
した。
　初めて一般避難所の訓練に参加しました
が、市職員ではなく地域の役員が主導で訓練
を行っているところに地域の意識の高さを感
じました。避難してくる一般市民の方にも、
避難所に行けばなんでもしてもらえるのでは
なく避難者がお互いに助け合って自分たちで
運営していく場所だということを強調し、そ
のような意識を植え付けていくことが重要だ
と思いました。

・今回は、避難所開設訓練として自主防災組
織の役員の方に動きを覚えていただくことを
主としていましたので、参加人数については
本部役員を含めて地区別人口から事前に割り
振りました。結果的に人口が少ない地区は役
員のみとなったため避難者がいない結果とな
りました。来年度から人口が少ない地区につ
いても一定数の避難者が参加できるように配
慮したいと思います。
　また、避難してきた人に自分たちも一緒に
運営する場所として認識してもらうことは大
切なことだと思います。来年度の訓練からそ
の事をきちんと避難者に説明できる時間を設
けようと思います。
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